
地
銀
経
営
─
命
運
を
握
る
モ
ノ

特集
「
地
銀
構
造
不
況
」
を
脱
す
る 

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
処
方
箋

「
地
域
中
核
化
」
と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
化
」の
二
極
化
が
カ
ギ

地
銀
（
地
方
銀
行
・
第
二
地
方
銀
行
）
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
地
域
経
済
の
衰
退
や
、
企
業
の
資
金
余
剰
に
超

低
金
利
状
況
も
加
わ
り
、
戦
後
の
銀
行
預
貸
モ
デ
ル
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
構
造
不
況
を
脱
す

る
た
め
に
は
、
競
争
政
策
の
緩
和
、
上
場
を
含
め
た
配
当
政
策
の
転
換
、
新
た
な
業
態
転
換
も
視
野
に
入
れ
た

地
域
商
社
化
な
ど
に
よ
る
地
域
で
の
持
続
的
収
支
構
造
を
有
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
再
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。

地
銀
は
今
後
、
地
域
中
核
ス
ー
パ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
化
の
二
極
化
が
展
望
さ
れ
る
。

構
造
不
況
化
す
る
地
銀

　

戦
後
の
金
融
行
政
の
施
策
と
し
て
、

１
９
８
０
年
代
に
普
通
銀
行
へ
の
転

換
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
資
金
調

達
力
向
上
の
観
点
か
ら
銀
行
に
よ
る

信
用
度
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
視
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
信
金

か
ら
地
銀
へ
の
動
き
と
、
89
年
に
は

一
斉
に
相
互
銀
行
か
ら
第
二
地
銀
へ

の
普
銀
転
換
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
規
制
も
含
め
た

銀
行
の
超
過
利
潤
と
、
企
業
の
旺
盛

な
資
金
需
要
と
い
っ
た
戦
後
の
右
肩

上
が
り
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
90
年
代
後
半

の
金
融
危
機
に
お
い
て
は
不
良
債
権

問
題
に
起
因
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

問
題
、
資
本
の
毀
損
の
処
方
箋
と
し

て
公
的
資
金
も
含
め
た
資
本
増
強
が

行
わ
れ
た
。

　

今
日
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
も
含

め
収
益
環
境
が
劣
化
し
、
地
銀
は
構

造
不
況
と
い
え
る
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
地
銀
が
抱
え
る
課
題
は
収
支
問

題
で
あ
り
、
公
的
資
金
の
よ
う
な
一

時
的
な
対
応
で
は
解
決
し
え
な
い
。

い
ま
地
銀
の
置
か
れ
た
環
境
は
、
90

年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
で
企
業
業
績
が

停
滞
し
金
融
機
関
も
同
時
に
苦
境
に

陥
っ
た
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
、
企

業
業
績
は
改
善
し
な
が
ら
も
地
銀
だ

け
が
窮
境
に
あ
え
い
で
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
地
銀
の
収
益
環
境
の

厳
し
さ
は
一
般
国
民
の
目
か
ら
は
わ

か
り
に
く
く
、
戦
後
の
規
制
下
で
超

過
利
潤
を
享
受
し
て
い
た
こ
ろ
の
固

定
観
念
も
根
強
い
。

　

銀
行
が
構
造
不
況
と
さ
れ
る
状
況

を
端
的
に
示
し
た
の
が
図
表
１
だ
。

こ
れ
は
、
企
業
業
績
と
投
資
家
へ
の

収
益
還
元
を
法
人
企
業
統
計
で
示
し

た
も
の
で
、
企
業
が
稼
ぎ
出
す
当
期

純
利
益
は
今
や
バ
ブ
ル
期
を
大
き
く

上
回
る
水
準
に
あ
る
が
、
収
益
還
元

上
、
貸
手
（
銀
行
等
）
が
獲
得
す
る

支
払
利
息
水
準
は
極
め
て
限
界
的
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
度
の
当
期
純
利

益
は
61
兆
円
と
空
前
の
水
準
で
、
90

年
バ
ブ
ル
期
の
約
３
倍
、
06
年
サ
ブ

み
ず
ほ
総
合
研
究
所

�

副
理
事
長
　
高
田 

創
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振
替
手
数
料
の
交
渉
は

優
越
的
地
位
の
濫
用
か

　

「
優
越
的
地
位
の
濫
用
は
〝
ワ
イ
ル
ド
カ
ー

ド
〞
に
な
っ
て
き
た
」（
公
取
委
経
験
者
）。
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
消
費
者
と
の
関
係
や
、
吉
本

興
業
と
芸
人
と
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
契
約
に
関
す
る

問
題
だ
け
で
は
な
い
。
６
月
24
日
の
決
済
高
度
化

官
民
推
進
会
議
に
お
い
て
中
谷
昇
委
員
（
ヤ
フ
ー

執
行
役
員
）
は
、
あ
る
金
融
機
関
に
お
い
て
、
口

座
か
ら
電
子
マ
ネ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
チ
ャ
ー
ジ

す
る
際
の
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
口
座
振
替
（
即
時
振

替
サ
ー
ビ
ス
）」
の
手
数
料
を
約
６
倍
に
引
き
上

げ
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。「
あ
る
金

融
機
関
」
と
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
。
す
で
に
公
取

委
は
決
済
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

た
実
態
把
握
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
中
期
経
営
計
画
で
、
役
務
収
支
の
30
％
増
を
掲

げ
、
今
年
４
月
か
ら
は
各
種
送
金
サ
ー
ビ
ス
の
手

数
料
を
引
き
上
げ
た
。
決
済
事
業
者
と
相
対
で
設

定
し
て
い
る
即
時
振
替
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
は
、

全
体
に
占
め
る
金
額
こ
そ
大
き
く
な
い
が
、
値
上

げ
交
渉
の
対
象
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
あ
た
る
か
ど
う

か
。
約
１
億
２
０
０
０
万
の
通
常
貯
金
口
座
を
持

ち
、
家
計
部
門
の
預
貯
金
の
約
20
％
の
シ
ェ
ア
を

持
つ
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
だ
が
、「
私
企
業
間
で
の
価

格
設
定
は
原
則
と
し
て
自
由
」（
公
取
委
経
験

者
）
だ
。
予
告
な
し
で
大
幅
な
手
数
料
引
上
げ
を

実
施
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
な
け
れ
ば
、
独
占

禁
止
法
上
の
大
き
な
問
題
に
な
る
可
能
性
は
低
い
。

た
だ
、
公
取
委
に
と
っ
て
優
越
的
地
位
の
濫
用
は
、

幅
広
に
適
用
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー

ル
で
も
あ
る
。
相
対
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る
旧

来
型
の
大
規
模
金
融
機
関
と
新
興
の
決
済
事
業
者

と
い
う
構
図
も
含
め
、
公
取
委
が
〝
関
心
〞
を
持

つ
案
件
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
へ
の
取

組
み
の
中
で
も
生
じ
う
る
。
金
融
庁
は
７
月
17
日

の
全
国
地
方
銀
行
協
会
と
の
意
見
交
換
会
で
、

「（
来
年
５
月
ま
で
に
求
め
ら
れ
る
）
オ
ー
プ
ン

Ａ
Ｐ
Ｉ
の
契
約
締
結
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
」

と
指
摘
し
た
。
特
に
更
新
系
の
契
約
締
結
が
進
ん

で
い
な
い
と
い
う
。
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
、
顧
客
の
銀
行
口
座
と
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
接
続
は
死
活
問
題
だ
が
、
金
融
機
関
に
は
本
人

確
認
な
ど
の
負
担
も
あ
り
、「
コ
ス
ト
を
か
け
て

整
備
し
た
基
盤
を
無
料
で
提
供
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」（
第
二
地
銀
関
係
者
）。
他
方
、
電
子
決

済
等
代
行
業
者
に
と
っ
て
効
率
化
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
社
会
的
要
請
に
鑑
み
れ

ば
、
強
気
の
手
数
料
を
設
定
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
業
務
提
携
は

企
業
結
合
に
も
類
似

　

９
月
22
日
に
開
始
す
る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
と
三

井
住
友
銀
行
の
店
舗
外
Ａ
Ｔ
Ｍ
共
同
利
用
で
も
、

公
取
委
の
姿
勢
が
話
題
に
な
っ
た
。
今
春
ご
ろ
に

は
両
行
の
間
で
手
数
料
な
ど
の
調
整
は
完
了
し
て

い
た
も
の
の
、
公
取
委
の
相
談
指
導
室
（
業
務
提

携
な
ど
に
独
禁
法
上
の
問
題
が
な
い
か
確
認
す
る

窓
口
）
で
、
共
同
利
用
に
よ
る
２
行
の
巨
大
な
Ａ

Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
が
市
場
に
及
ぼ
す
影

響
を
判
断
す
る
た
め
、
資
料
の
や
り
取
り
な
ど
に

時
間
を
要
し
た
よ
う
だ
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
連
携
に
つ
い
て
は
、
公
取
委
が
毎
年
公

表
す
る
「
独
占
禁
止
法
に
関
す
る
相
談
事
例
集
」

競
争
法
と
い
う
「
地
雷
」
が
阻
む

金
融
機
関
の
新
た
な
業
務
展
開

金
融
機
関
の
新
し
い
業
務
展
開
に
お
い
て
、競
争
法
が
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
に
つ
く
。
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
が
決
済
事
業
者
に
対
し
て
行
っ
た
口
座
振
替
手
数
料
の
値
上
げ
交
渉
は
、
優
越
的
地

位
の
濫
用
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
公
正
取
引
委
員
会
が
実
態
調
査
に
着
手
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

と
三
井
住
友
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
共
同
利
用
も
、公
取
委
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
。
審
査
が
長
引

い
た
地
銀
統
合
は
、競
争
法
が
問
題
に
な
っ
た
最
た
る
例
だ
。
金
融
機
関
が
産
業
構
造
の
変
化
に

応
じ
て
新
た
な
展
開
を
試
み
る
た
び
に
、
公
取
委
と
衝
突
す
る
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
。
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インタビュー

従
来
の
銀
行
を
超
え
た
存
在
へ

フィービジネス重視の経営で
 ＲＯＥを高める

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

社
長
　
川
村  

健
一

退
路
を
断
っ
て

貸
出
目
標
は
掲
げ
ず

─
─
今
年
度
か
ら
３
年
間
の
新
た
な

中
計
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ど
ん
な
こ

と
に
注
力
し
て
い
く
の
か

　

新
中
計
は
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上

の
内
容
で
は
な
く
、
地
方
銀
行
が
将

来
に
向
け
て
厳
し
さ
を
増
す
状
況
を

真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら

も
神
奈
川
・
東
京
で
し
っ
か
り
と
勝

ち
残
る
こ
と
が
で
き
る
積
極
的
な
取

組
み
を
打
ち
出
し
た
。
な
か
で
も
、

貸
出
残
高
を
伸
ば
す
こ
と
を
掲
げ
て

い
な
い
点
が
大
き
な
変
化
で
あ
り
、

特
徴
と
い
え
る
。
法
人
分
野
で
は
、

代
わ
り
に
Ｍ
＆
Ａ
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
と
い
っ
た
非
与
信
の
役
務
ビ

現
在
の
貸
出
業
務
は
、
最
低
限
必
要
な
リ
タ
ー
ン
を
上
げ
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
だ
。
当
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
た
な
中
期
経
営
計
画
の
期
間
中
、
貸
出
の
周
辺
業
務
で
あ
る
フ

ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
す
る
こ
と
で
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利
益
率
）

の
改
善
を
図
る
。
高
い
リ
タ
ー
ン
を
得
ら
れ
る
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
も
拡

大
し
て
い
く
。
Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
株
価
純
資
産
倍
率
）
が
低
迷
し
て
い
る
状

況
を
受
け
止
め
、
健
全
性
を
維
持
し
な
が
ら
資
本
効
率
向
上
を
図

り
、
柔
軟
な
株
主
還
元
を
行
う
。
ま
た
、
規
制
緩
和
に
応
じ
て
、
従

来
の
地
方
銀
行
の
枠
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
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